
診療経費 ` 9¶327¶667 ` 9¶327¶667 ` 9¶327¶667

教育研究支援経費 124¶499 ` ` 124¶499 99 124¶599

受託研究費 2¶080¶965 58¶208 ` 2¶139¶173 ` 2¶139¶173

受託事業費 23¶936 16¶949 ` 40¶885 ` 40¶885

人件費 6¶133¶596 6¶562¶722 726¶116 13¶422¶435 1¶450¶910 14¶873¶346

一般管理費 291¶413 54¶297 515 346¶225 278¶936 625¶162

財務費用 7¶362 129¶519 ` 136¶882 205 137¶087

雑損 278 ` ` 278 6¶180 6¶458

小 計 11¶758¶535 16¶219¶571 812¶279 28¶790¶386 1¶892¶758 30¶683¶145

業務収益
運営費交付金収益 4¶869¶209 1¶590¶625 694¶179 7¶154¶015 1¶014¶188 8¶168¶203

学生納付金収益 2¶960¶499 ` 10¶345 2¶970¶845 ` 2¶970¶845

附属病院収益 ` 15¶295¶276 ` 15¶295¶276 ` 15¶295¶276

受託研究等収益 2¶039¶186 69¶940 ` 2¶109¶127 ` 2¶109¶127

受託事業等収益 22¶812 17¶129 ` 39¶942 ` 39¶942

寄附金収益 542¶241 6¶663 22¶225 571¶130 17¶034 588¶164

補助金等収益 567¶885 119¶044 ` 686¶929 17¶607 704¶537

施設費収益 193¶807 7¶282 ` 201¶089 6¶291 207¶381

資産見返負債戻入 387¶895 240¶477 188 628¶561 309¶155 937¶716

財務収益 ` ` ` ` 11¶364 11¶364

雑益 223¶844 38¶454 69 262¶368 183¶538 445¶906

小 計 11¶807¶382 17¶384¶894 727¶008 29¶919¶285 1¶559¶180 31¶478¶465

業務損益 48¶846 1¶165¶323 � 85¶271 1¶128¶898 � 333¶578 795¶320

土地 17¶013¶039 3¶585¶000 3¶243¶000 23¶841¶039 ` 23¶841¶039

建物 8¶994¶717 5¶251¶825 1¶358¶965 15¶605¶507 2¶884¶953 18¶490¶461

構築物 252¶953 198¶301 66¶596 517¶851 205¶829 723¶680

工具器具備品 3¶660¶666 4¶918¶629 32¶299 8¶611¶594 20¶138 8¶631¶733

その他固定資産 2¶964¶747 593¶962 213 3¶558¶923 902¶120 4¶461¶044

流動資産 191¶645 3¶524¶136 12 3¶715¶794 7¶362¶697 11¶078¶492

帰属資産 33¶077¶769 18¶071¶856 4¶701¶086 55¶850¶711 11¶375¶739 67¶226¶451
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（注１） セグメントの区分方法
本学の業務に応じてセグメントを学部研究科等、附属病院と附属学校に区分し、各セグ
メントに配賦しない業務損益及び資産は「法人共通」に計上している。

（注２） 業務費用のうち、法人共通（1¶892¶758千円）は各セグメントに配賦しなかった費用及び
配賦不能の費用であり、その主な内容は本部の職員人件費（1¶450¶910千円）及び一般管理
費（278¶936千円）である。

（注３） 帰属資産のうち、法人共通（11¶375¶739千円）は各セグメントに配賦しなかった資産で
あり、その主な内容は本部の建物（2¶884¶953千円）、投資有価証券（403¶937千円）、現金
及び預金（7¶035¶568千円）である。

（注４） 附属病院セグメントにおける運営費交付金収益の計上基準
附属病院セグメントにおける運営費交付金収益は、附属病院に関し国が予算積算した運
営費交付金を収益化した場合の相当額と248¶435千円差額があるが、これは、国の予算積
算額に加えて、戦略的（公募）プロジェクト経費4¶150千円と学長裁量経費により病院運
営充実経費9¶500千円、及び国立大学法人会計基準実務指針による人件費を勤務実態に基
づいて配分したことに伴う233¶215千円、業務達成基準適用に伴う1¶569千円を計上したこ
とによるものである。
附属病院に関し国が予算積算した運営費交付金2¶169¶726千円のうち、収益化額は

1¶342¶190千円、419¶056千円は資産の取得、408¶480千円は翌期繰越分である。

�
™
 


		2013-10-07T13:55:58+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




